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視点(７１１) ライフスタイルセンターの概念整理 

とわが国での成立条件（その５） 
 

（レジャー産業 2006 年 12 月号の六車秀之連載原稿より加筆したものです。） 

 

(２)ライフスタイルセンターの多様化と成立基本原則 

このライフスタイルセンターも数が増加するにつれてアメリカでは多種多様化し、定義も不明

確になり疑似ライフスタイルセンターが続出している。そこで、ライフスタイルセンターを次の

３つのパターンに再定義した。 

第１の 

タイプ 

真正ライフスタイルセンター 

(狭義のライフスタイルセンター) 

小～中

商圏 

地域のコミュニティの 

中心となる場 
井戸端会議の場 

第２の 

タイプ 
タウンセンター 

中～大

商圏 
地域の顔となる場 

街並み・ 

多目的センター 

第３の 

タイプ 
ライフスタイルセンター志向のＳＣ

小～大

商圏 

通常のＳＣにライフス

タイルセンター要因の

付加 

ハイブリッド型 

ＳＣ 

 すなわち、第１のタイプは本来のライフスタイルセンターであり、小商圏～中商圏内居住者の

コミュニティの中心（井戸端会議）となる“場”であり、機能的にはＮＳＣのアップスケール版

であり、ＣＳＣの勝ちパターン版である。第２のパターンはタウンセンターであり、真正ライフ

スタイルセンターが対象とする地域のコミュニティの中心という概念をより広域化・より多目的

化し、広域エリアの顔となる“場”であり、ライフスタイルセンターのＲＳＣ版である。同時に

住宅やオフィス、ホテル等が導入され複合型ＳＣ化している。第３のパターンは、ライフスタイ

ルセンターの良さを従来型ＳＣに導入し、ライフスタイルＮＳＣ版、ライフスタイルＣＳＣ版、

ライフスタイルＲＳＣ版である。すなわち、ライフスタイルセンター志向のＳＣである。 

ここで、真正ライフスタイルセンターの成立立地と業態ミックスをモデル化すると次の通りであ

る。 

  

 

C

〈真正ライフスタイルセンターの成立立地〉
  内       容 

第１の 

立地条件 
ハイイメージな立地 

ハイイメージなエリアや知名度の高いエリア、さらには、

レジャー地や観光地の景観の良いエリア等がライフスタイ

ルセンターの適正立地となる。 

第２の 

立地条件 

富裕層マーケット 

の立地 

所得レベルが高い富裕層の多いマーケットはハイクオリテ

ィなニーズ及びオアシス感のあるニーズが多いためライフ

スタイルセンターの適正立地となる。 

第３の 

立地条件 

都市型感性の高い 

マーケットの立地 

所得レベルが高くなくても、都市型感性の高い層が多いマーケ

ットは、都市型立地のライフスタイルセンターの適正立地とな

る。 

第４の 

立地条件 

昭和ニューファミリ

ーの多いマーケット

立地 

熟年層や団塊シニア層の昭和ニューファミリーの多いエリ

アはライフスタイルセンターの適正立地となる。 

第５の 

立地条件 

競争の激しい 

マーケットの立地 

競争の激化は差異化型（異質型）のニーズが創出され、ラ

イフスタイルセンターの適正立地となる。 
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